
１. はじめに

　外国人技能実習制度は、わが国において培われた技能

および知識を発展途上国の人材に伝承し、経済発展に寄

与することを目的として 1993 年に創設された制度であ

る。近年では、2017 年 11 月に「外国人の技能実習の適

切な実施および技能実習生の保護に関する法律」が施行

され、技能実習生の実習期間が最長５年となった。さら

に、わが国の各産業、特に建設業において人手不足が深

刻化し、ますます技能実習生の受入れの拡大が想定され

る。今日では、圧送工事業においても現場で働く技能実

習生が多く見受けられている。

　一方、このような背景に反して、外国人労働者の待遇

や受け入れる企業の受入れ体制などの問題が少なくない

のが現状である。こうした中、外国人技能実習制度の問

題点や外国人労働者の実態に関する調査はいくつか報告

されている１) ものの、圧送工事業に限定した調査した報

告は筆者らが知る限り見当たらない。

　そこで、本報告は、圧送工事業における外国人技能実

習制度の実態を明らかにするために、圧送業者を対象と

して、技能実習生の受入れの実態，技能実習生の業務内

容および外国人技能実習制度に対する意見についてアン

ケート調査を実施した。

２. アンケート調査の概要

　アンケート調査は、平成 31 年３月に実施し、愛知県，

岐阜県および三重県の圧送業者から構成される東海地区

コンクリート圧送責任事業組合に加盟する圧送業者 36

社を対象とした。アンケート回収率は、97.2％（35 社）

であり、このうち、技能実習生を受け入れている企業が

13 社、受け入れていない企業が 22 社であった。調査項

圧送業者を対象とした外国人技能実習制度の実態に関するアンケート調査

目および設問項目は、技能実習生の受入れの有無によっ

て、表１に示す項目とした。

３．技能実習生を受け入れている企業の実態調査

（１）技能実習生の受入れの実態　

　技能実習生の受入れの実態を図１に示す。受入れを開

始時期は、「2015 年以降」が 46.2％と最も多い結果となっ

た。さらに、技能実習生の人数は第１号の技能実習生 (１

年目 ) が過半数を占めることや技能検定は基礎級および

随時３級が多いことから、ここ数年で技能実習生が増え

ていることがわかる。また、技能実習生の国籍は、ベト

ナムが 44.7％と最も多く、中国（4.3％）以外を除いた

すべてが東南アジア諸国（５か国）であった。

　受入れ目的は、「人手不足」が 92.3％と最も多い結と

なった。この結果から圧送工事業において、人手不足が

深刻であり、技能実習生が圧送工事業の労働力の担い手

になっていると考えられる。

（２）技能実習生の業務内容

　技能実習生の業務内容を図２に示す。ここでは、技能

実習生の在留資格ごとに区分して調査した。技能実習生

の業務内容は、在留資格にかかわらず、すべての技能実

習生が配管作業を行っており、その他の業務は、実習年

数が上がるほどその割合が多くなる傾向を示した。しか

し、「圧送（ホッパ）装置の洗浄作業」および「作業前

点検作業」は、第３号の技能実習生についてもその割合

が 45％程度であり、その他の業務に比べて少ない結果で

あった。これは、圧送（ホッパ）装置の洗浄作業が事故

に繋がる事例が多いこと２) や作業前点検が重要視されて
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いることが考えられ、これらの業務は十分な経験を有す

る圧送技能者にのみ行わせていることが考えられる。

（３）技能実習生および制度に対する意見　

　技能実習生および外国人技能実習制度に対する意見を

図３に示す。技能実習生を受け入れて苦労した点は、「意

思疎通の難しさ」が 84.6％で最も多く、また、「資格・

実技試験のサポート」や「作業中の安全確保」など、言

語や文化・価値観の違いによるものと考えられる回答が

多かった。一方、外国人技能実習制度の「手続きの煩雑さ」

という外国人技能実習制度に対する回答も一定数あっ

た。

　外国人技能実習制度の改善点は、「実習期間の延長」

が最も多く、圧送業者の多くが現在の制度の実習期間（３

年または５年）について短いと感じていることが伺える。

外国人技能実習制度は、圧送工事業あるいは建設業の慢

性的な人材不足に対して、一時的な対策としかなり得な

いため、今後の課題といえる。

４．技能実習生を受け入れていない企業の実態調査

　外国人技能実習制度に対する意見を図４に示す。

　技能実習生を受け入れていない理由は、「人材が足り

ている」が 40.9％と最も多い結果となった。一方、「人

材が足りている」と回答しない割合が４割近いことや、

「受入れ体制の不安」や「言語・文化の違い」，「実習生

の失踪」などの回答が多いことから、技能実習生を受け

入れたくても受け入れた場合の不安や懸念事項によって

受け入れられない実態がある可能性が示唆される。
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　外国人技能実習制度の改善点は、「実習期間の延長」

が多く、技能実習生を受け入れている企業と同様の傾向

であった。これは、前述したように、技能実習生を受け

入れた場合でも、人材不足の一時的な対策にしかならず

根本的な解決策にならないことが要因と考えられる。

５．まとめ

　本調査は、圧送業者を対象として外国人技能実習制度

に関するアンケート調査を実施したものである。技能実

習生を受け入れていない企業においても、今後技能実習

生を受け入れる予定であるとする回答や制度が改善され

れば受け入れたいとする回答が得られており、制度の更

なる活用が期待される。
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